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バリアとは具
ぐ

体
た い

的
て き

にどんなもの？

人
ひと

たちがいます。それは、生
う

まれつきだったり、事
じ

故
こ

や病
びよう

気
き

が原
げん

因
いん

であ
ったりと人

ひと

それぞれです。背
せ

の高
たか

い人
ひと

や低
ひく

い人
ひと

、音
おん

楽
がく

の得
とく

意
い

な人
ひと

不
ふ

得
とく

意
い

な人
ひと

がいるように障
しよう

がいのある人
ひと

とその障
しよう

がいについても人
ひと

の個
こ

性
せい

と同
おな

じように考
かんが

えることが大
たい

切
せつ

です。
社
しや

会
かい

的
てき

な誤
ご

解
かい

や偏
へん

見
けん

などによって、障
しよう

がいのある人
ひと

の社
しや

会
かい

参
さん

加
か

や自
じ

立
りつ

が
妨
さまた

げられたり、また、障
しよう

がいがあるというだけで差
さ

別
べつ

されたり、虐
ぎやく

待
たい

を
受
う

けたり、「目
め

に見
み

えないバリア」があります。日
にち

常
じよう

の生
せい

活
かつ

の中
なか

で、障
しよう

がいについて理
り

解
かい

を深
ふか

め、人
じん

格
かく

と個
こ

性
せい

を尊
そん

重
ちよう

し合
あ

いながら、共
とも

に支
ささ

え合
あ

い、共
とも

に生
い

きていく社
しや

会
かい

をつくりましょう。

障
しよう

害
がい

者
しや

週
しゆう

間
かん

は２００４年
ねん

（平
へい

成
せい

１６年
ねん

）
６月

がつ

に障
しよう

害
がい

者
しや

基
き

本
ほん

法
ほう

で１２月
がつ

３日
か

から９
日
か

までの１週
しゆう

間
かん

と定
さだ

められました。

個
こ

性
せ い

があってあたりまえ

障
しよう

がいの福
ふく

祉
し

についての関
かん

心
しん

と理
り

解
かい

を深
ふか

めるとともに、障
しよう

がい者
しや

が社
しや

会
かい

経
けい

済
ざい

、文
ぶん

化
か

その他
た

あらゆる分
ぶん

野
や

に積
せつ

極
きよく

的
てき

に参
さん

加
か

する意
い

欲
よく

を高
たか

めることを
目
もく

的
てき

として、定
さだ

められています。

私
わたし

たちが暮
く

らす社
しや

会
かい

には、身体
か ら だ

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

だったり、知
ち

的
てき

な障
しよう

が
いがあったり、精

せい

神
しん

的
てき

に不
ふ

安
あん

な

物
ぶつ

理
り

的
てき

なバリア 制
せい

度
ど

的
てき

なバリア
文
ぶん

化
か

・情
じよう

報
ほう

面
めん

での

バリア
意
い

識
しき

上
じよう

のバリア

公
こう

共
きよう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

、道
どう

路
ろ

、

建
たて

物
もの

等
とう

において、移
い

動
どう

面
めん

などで困
こん

難
なん

をもたら

す物
ぶつ

理
り

的
てき

バリア

例
たと

えば、車
くるま

椅
い

子
す

を使
し

用
よう

している人
ひと

が、ド
アの前

まえ

に階
かい

段
だん

があるとお店
みせ

に入
はい

れませ
ん。それは「階

かい

段
だん

を使
つか

えない人
ひと

のことを
想
そう

定
てい

していなかった」「多
おお

くの人
ひと

は階
かい

段
だん

が使
つか

えるから」などからつくり出
だ

された
ものと考

かんが

えられますが、車
くるま

椅
い

子
す

を使
し

用
よう

し
ている人

ひと

にとっては暮
く

らしにくさを感
かん

じ
ることになります。

社
しや

会
かい

のルールや制
せい

度
ど

に

よって、障
しよう

がいのある

人
ひと

が能
のう

力
りよく

以
い

前
ぜん

の段
だん

階
かい

で

機
き

会
かい

の均
きん

等
とう

を奪
うば

われて

いるバリア

情
じよう

報
ほう

の伝
つた

え方
かた

が不
ふ

十
じゆう

分
ぶん

であ

るために、必
ひつ

要
よう

な情
じよう

報
ほう

が平
びよう

等
どう

に得
え

られないバリア

周
しゆう

囲
い

から心
こころ

無
な

い言
こと

葉
ば

、

差
さ

別
べつ

、無
む

関
かん

心
しん

など、障
しよう

がいのある人
ひと

を受
う

け入
い

れないバリア

バリアは歩
ある

けないこと等
など

そのものではなく、
歩
ある

けない、見
み

えない人
ひと

たち等
など

が利
り

用
よう

すること
を想

そう

定
てい

しない状
じよう

況
きよう

をつくり出
だ

してしまった
「社

しや

会
かい

」の側
がわ

にあります。「バリア」が社
しや

会
かい

の中
なか

につくられていることに気
き

づいたら、こ
れからはバリアを生

う

み出
だ

さない、取
と

り除
のぞ

くた
めの行

こう

動
どう

を起
お

こしましょう。

気
き

づきからはじめる「こころのバリアフリー」

社
しや

会
かい

にあるバリアに気
き

づく

（障
しよう

がいのある人
ひと

等
など

様
さま

々
ざま

な

人
ひと

の視
し

点
てん

で）

バリアがあることを周
しゆう

囲
い

（行
ぎよう

政
せい

、友
ゆう

人
じん

、仲
なか

間
ま

等
など

）に

伝
つた

える

自
じ

分
ぶん

のできる「バリアを取
と

り除
のぞ

く」行
こう

動
どう

をする

な
ご
み



人
じん

権
けん

擁
よう

護
ご

委
い

員
いん

が無
む

料
りよう

・秘
ひ

密
みつ

厳
げん

守
しゆ

で相
そう

談
だん

に応
おう

じま
す。悩

なや

みや不
ふ

安
あん

を抱
かか

える人
ひと

々
びと

の相
そう

談
だん

を受
う

け、その
問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

や解
かい

消
しよう

を援
えん

助
じよ

します。
人
じん

権
けん

にかかわるご相
そう

談
だん

は、『特
とく

設
せつ

人
じん

権
けん

相
そう

談
だん

所
しよ

』に
お越

こ

しください。
１２月

がつ

の相
そう

談
だん

日
び

月日・・・１２月９日（金）
時間・・・午前９時００分～正午
場所・・・人権ふれあいセンター

人
じん

権
けん

啓
けい

発
はつ

課
か

（人
じん

権
けん

ふれあいセンター内
ない

）
でも人

じん

権
けん

に関
かか

わる相
そう

談
だん

を随
ずい

時
じ

行
おこな

っていま
すので、お気

き

軽
がる

にご相
そう

談
だん

ください。

お問い合わせ先
和束町人権啓発課

（人権ふれあいセンター）
ＴＥＬ０７７４－７８－３４８８
ＦＡＸ０７７４－７８－３２１２

ひとりで悩
な や

まずご相
そ う

談
だ ん

ください。

町府民税
国民健康

保険税

固定

資産税

介護

保険料

軽自動車

税
上下水道代

※し尿汲み取り券を販売しています

後期高齢者

医療保険料

日 時
２０２２年１２月３日（土）

時 間
９時３０分～１２時

場 所
和束町人権ふれあいセンター

２Ｆ大ホール

内 容
１部 小・中学生人権作文発表
２部 人権講演

講師 中村 朱美さん
「仕組みですべての人を幸せに」
～認め・協力し合える居場所づくり～

□新型コロナウイルス感染症の影響により、急遽開

催中止となる場合があることをご了承ください。

和
わ

束
づか

中
ちゆう

学
がつ

校
こう

で後
こう

期
き

人
じん

権
けん

学
がく

習
しゆう

が行
おこな

われました。

１年
ねん

生
せい

はノーマライゼーションの理
り

念
ねん

から、社
しや

会
かい

に多
おお

くのバリア（障
しよう

がい）が存
そん

在
ざい

することやその解
かい

消
しよう

について学
がく

習
しゆう

しました。

２年
ねん

生
せい

は、世
せ

界
かい

の現
げん

状
じよう

から平
へい

和
わ

な世
せ

界
かい

にするために必
ひつ

要
よう

なことを考
かんが

え、３年
ねん

生
せい

は、これまでの人
じん

権
けん

学
がく

習
しゆう

の振
ふ

り返
がえ

りと、進
しん

路
ろ

と人
じん

権
けん

について学
まな

びました。

３年
ねん

生
せい

の３回
かい

目
め

の授
じゆ

業
ぎよう

では、生
せい

徒
と

２人
ふ た り

一
ひと

組
くみ

で面
めん

接
せつ

の質
しつ

問
もん

を出
だ

し合
あ

って、差
さ

別
べつ

につながる質
しつ

問
もん

には答
こた

え

ないという対
たい

処
しよ

法
ほう

を実
じつ

践
せん

で学
がく

習
しゆう

しました。

人
じん

権
けん

学
がく

習
しゆう

のまとめとして、人
じん

権
けん

問
もん

題
だい

について学
がく

習
しゆう

したこと、自
みずか

らの体
たい

験
けん

や日
に ち

常
じよう

考
かんが

えて

いることを人
じん

権
けん

作
さく

文
ぶん

として書
か

いてもらい、代
だい

表
ひよう

者
しや

には１２月
がつ

３日
か

（土
ど

）に行
おこな

われる人
じん

権
けん

を考
かんが

える集
つど

いで発
はつ

表
ぴよう

していただきます。


